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第

十

五

卷(

ニ
一
〇
六
}

新
刊
紹
介

り
博
士
を
責
む
石
は
素
よ
り
酷
な

.る
べ
し
。
他
方
歷
史

そ
の
も
の
の
意
義
化
關
す
る
博
士
の
意
見
を
見
る

k
、

I®
士
は
歷
史
を
解
釋
し
て
三

.耍
件
を
乘
げ
た
ぅ「「

第
一

-J
l
if
的
の
事
實
に
就
き
て
研
究
す
る
乙VJ

。
第
一
一
、事
實

を
其
の
働
く
所
の
成
り
行
き
代
就
き
て
考
察
す
る

Z
ビ

第
三
、
事
實
を
由
來
ぁ
り
、
又
效
娘
あ
る
も
の
ど
し
てj

調
赍
す
る
こ
ご
。」(

上
卷
六
ー
ー
ニ
5
其
の
言
は
求
だ
ナ

分
明
碗
な
り
ど
云
ふ
を
#
ざ
れ
ノ
レ
も

^
素
よ
り
引
用
せ

.

る
筋
所
は
稍
々
古
き

_
義

錄
の1

切
な
れ
ば
、
殊

更

に|

嚴
密
な
る
乙

S
を
得
ざ
り
し
，な
る
ベ
し
。)
比
陕
的
要
を

得
た
り
ど
云
ふ
ベ
し
。
箔
三
の
條
件
た
る
事
實
を

^
來

あ

b
效
采
め
る
も
の
ど
見
る
，」

ど
は
、

rt
に
*'
-
る

窜

霞

が
書
か
ん
ビ
す
る
歴
史
に
何
等
か
の
價
値
關
係
ぁ
6

て

ふ
こ
ビ
を
豫
想
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
觅
に
第
二

の
要
件

^
は
個
別
的
な
る
事

®
が
實
際
惹
起
^
れ

2
る

も
の
た
る
こ
ど
を
嬰
求
し
、.

.

笕
ー

1

の
條
仲
は
時
間
的

.

經
.

^

ひ..

必
要
な
る
，.

一V
J

を
.

少
示
せ

o

。
寒
實
博
士
の
著
作

を
見
る
時
、
經
濟
史
が
法
制
史
に
墮
せ
す
、
政
治
史
こ

終
ら
ず
よ
く
經
濟
史
た
る
の
實
を
擧
げ
：得

。

1
惜 

む
ら

{
は
完
結

3
:れ
ざ\ ク

し
. 孓
-5,0.

な

-

CSV'VJ 

.す。
■'然
tl
.
v

」

第

八

號

1

四
四
：
；

も
考
證
其
の
他
稱
々
な
る
述
作
は
す
で
に
そ
れ
だ
け
R
 

て
甚
大
な
る
價
値
を
有
し
、；.菩
人
後
學
の
徒
を
禅
益
す 

る
こ
ど
少
か
ら
す
。.
吾
人
は
寬
し
く
博
士
の
勞
多
き
W
 

鑽
に
多
大
の
敬
意
ど
感
謝
^

を
拂
は
ざ
るv

か
ら
ず
。

,'

,
!«

士
の
經
濟
史
を
の
も
の
に
對
す
る
意
見
を
#
細
に 

知
ら
ん0

欲

す

る

者

は

「

經

濟

史

總

論

，
一

「

經

濟

史

の

性

： 

質
及
び
範
圍
に
就
&

て
し「

經
濟
史
及
其
の
硏
究
法
‘

」

經 

濟
史
の
研
究
^

就
&

て」
(

以
上
下
卷)

を
見
る
べ
し
。
_

 

一
士
が
H

本
經
濟
史
々
料
に
關
す
る
勞
作
は「

日
本
經
W
 

\

史
硏
究
の
材
科
に
就
き
て
^

日
本
經
濟
史
參
考
©

」
(

.未「 

\

完
な
る
は
最
も
惜
む
4

し
。)

：「

維

新

前

の

經

濟

書

に

就
：：」 

い
て」

(

以

上上
卷)

等

に

て

我

國

，經

濟

见

研

究

薄

の

看
 

過
す
る
を
得
ざ
る
^

0

な
4

。
.
一
 

般
史
ノ
レ
し
て
は
前
述 

し
た
る
ニ
著
收
め
て
上
：卷
比
あ
り
、
典

の

外「

本
邦
祖 

I
稅
の
.沿
革
し

「

日

本

古

代

の

通

貨

史

に

關

す

る

研

究

」
「

德
. 

力
時
代
#

に
中
®

以
後
に
.於
け
る
外
國
金
銀
の
%

人
.
- 

(

以
上
上
®

)
「

維
新
以
前
に
於
け
る
日
本
獄
業
の
發
^
 

に

就

き

て

、

」
「

日

本

古

代̂
於
け
る
人
民
の
移
住
^
就 

き

て

_
:

(

以

上
.1
'

卷)
等
は
特
8

の
經
濟
史
ビ
見
る
ベ
ぐ
、 

前
揭
0「

田
M

割
替
0

傲

行

■に

就
.t
 ■て
L
n

上
卷)

を
始

.め

「

日

本

上

古

の

抝

族

制

波

に

就

き

て

ご

飞

ロ

本

古

化

の

# - 

落
制
に
就
き
てj

「

本
，邦
上
古
の
地
租
に
就
き
て
し「

沖
繩

' 

縣
の
土

a
制

度」
「

德

川

時

代

の

俾

遒

及

宿

驛

に

關

す

る

：

1 、

ニ
.の
'所
見」

「

大

福

神

傅

」

及

び

‘艰

場

见

通

レ

關

す

る 

三
純
の
論
I文(

以

上

下

卷

)

等
k
於
ぃ
.て
博
士
の
考
證Q

 

嚴
密
な
る
を
知

b
得
べ
し
。
樹

!|
1
.
.
本
書

1
卷
欠
は
此
の

'
1 

外
經
濟
學
に
關
す
る
も
の
、
.支
那
長
濟
史
に
關
す
る
も 

.咚
等
十
數
篇
を
收
む

。
，

.

：

：

：

，

.
，

-

:

是
等
の
諸
論
文
に

.依
つ
て
與
へ
ら
る
、
刺
，軟
ビ
暗
示 

ミ

に

依

つ

て

览

に

“

本

酿

濟

史

の

原

嘢

に

一

步

ど

進

む 

る

を

得^.
、

以
o.
て
僅
に
傅
.士
の
勞
に
酬
ゅ

.

./6
こ
ど
を 

得
べ
し
。
菩
人
後
進
の

.
‘
徒
は
宜

‘し
く

精

進

す

る

こ

.ど

を 

獎
ず

-'
}
最
後
に
遺
稿
全
集
の
速
に
完
結
せ
ら
れ
ん
こ

5 

を
齡

6
つ
、
妄
評
の

.筆
を
搠
く
。

.
 

' 

、

:
:■■
.'■>'
,\

■
-
 

-

I 

- 

. ' 

. 

. 

A
.

r 

.

_
徵
#
玉

怨

(1130

七)

i
紺
介

:

, 
'.一パH 

.
'

':

へ

 

一菊

'
版
四

>
拽

.
四

!*1
 

洚
儆
：金
四

、
；
W

,.
•

:

/

.

.

. 

内
外
出
版
.
'桃
式
會
社
：

.

,:

著
者
獺
#,

铨
^

^

_

京
都
0

同

志

.|
1
:
大
學
敎
授
で 

あ
つ
て
、
本
書
は
氏
が
同
大
學
法
學
部
に
於S

て
講
義 

|

し
た
.稿
本
ゲ
-基

V
J

し
て
谱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る(
序
文)

 
|

先
づ
H-

次
^

ょ
つ
て
仑
の
結
_

を
窺
ふ
^

氏
は
全
{1

§
を 

•

三

編

じ

分

ち

、

第

，
ー

;«

を
總
論
、
第
二
編
を
生
能
論
、 

而
.し
て
第
三
_編
を
分
‘配
論
ビ
し
>て
居
る
。
蓋
し
在
來
行 

は
れ
た
四
，分
法
な
る
も
の
は
、
.理

論

上

幷

び

に

、
便

谊

上
 

j

の

何

れ
.1

り
見
る
：，も
當
を
得
た
る
も
の
-
で
'な
い
€
 S

ふ 

|
:
論
旨
，に
基
い
，れ
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
.の

點

^

於

い

て

は
 

一

大

體

異'論

な

：
；
^

こ
.ろ

で

あ'る

-
、

(

本

眷

一

〇

八

丨

一

一
 

一
頁)

。：け
れ
ど
も
.生
產
"
分
a

の
ニ
編
ピ
す
る
か
、
或
ひ 

、は
.生
顧
、
流
通
の
ニ
編
ど
す
る
か
に
就
ぃ
で
は
議
論
も 

.

あ
る
で
.あ
ら
ぅ
'し
、
氏
の
飽
度
も
明
か
で
な
い
。

'

.
氏
は
.經
濟
學
^
以
.

P

 

一
0,
記
截
斜
學
で
あ
る
ビ
す
る 

立
場
^
あ
る
.。「

經
濟
學
ハ
經
濟
現
象
を
支
配
ス
ル
原
則 

ヲ
發
見
シ
"
之

ヲ

'
記

載

說

明

ス

ル

，
モ
ノ

' 
一
了
ゾ
タ、1

ノ

.
,
, 

丨
\

 

.

.第
ん
鹖
，

1
四
泜



I

1
C
K
)

で
あ
る
ど
述
べ
て
ゐ
る
。

'

氏
は
經
濟
活
動
の
條
伸
ど
し
^

祉
會
制
度
ビ
^

ロ 5
.
.

ン
 

.ニ
を
舉
•け
、
砒
會
制
度
に
.
於
S

T

は
自
由
競
#,

と
財
，產 

漱
有
制
度
に
就
い
て
詳
驗
を
試
み
で
居
^

。
即
ち「

財
產 

# •\

 

今 

文
ゅ
國l

l
-

>Kisv:.

ハ.
'、
全
^

例
^

ナ
ク
、離
メ 

.1.. 

ラ
ル 

'

所
ニ
シ
テ
、
公
有
私
有
ヲ
間
ハ
ズ
S

財

產

ノ

所

| 

有
ヲ
認
メ
、
. I

定
ノ
財
產
ガ
-
、
.一
定
Z

主
體
.
r歸
1

'
ス
,I. 

ル
コ
ト
ヲ
.保
輝
ス
, 

<

 

人
類
ノ
幸
福
上
、
.謹

ナ

ル
 

コ
ト
論
ヲ
待
タ
ズ
し(

四
〇
頁)

「

併
シ
ナ
ガ
ラ
財
產
，ノ
私
. 

有
ヲ
認
ム
ル
所
以
、ノ
、
活
動v

結
果
タ
ル
財
蜜
ヲ
、
其 

人

」一

■
歸
屬
、セ
.
.シ
ム
.ベ
キ
コ
ト
.ヲ
意
味
_
.ス' 
ル
‘'二
止
マ
，7

一
 

動
ノ
結
.果
以
外
：ノ
#

產
、ヲW

其

人

-
歸
風
セ
シ
ム
ベ
シ 

ト
ィ
，フ
二 

K

ラ
ザ
ル
パ
勿
論」

(

吗
一
頁)

で
'あ
る
か
ら 

「

資
本
家
ガ
'不
常
ナ
，ル
利
益
.
ラ
受
.
ク
ル
K

セ
パ(

中
略)

^

ヲ

^

s
rl ^
.ス

.
'へ

キ
‘
 

V
.

勿

^

ナ

-タ

.

.ト

雖

資

本

家

々

勞

働

.

.セ

ザ

ル

ガ

故

.

)

r
.勞

働

(

者

ン

r

.

.與

フ

.

ベ
f

生

產

'

〜

结

裝

.
•ア

掠

.

テ
^

約
ヲ
續
結
、ス
：¥

コ
ト
鹋
、ノ：
ズ」

(

幽

九

頁)「

努

働

者
 

，ハ

生

命

二
#

ス
ル
强
：追
ヲ
以
タ
强
制
セ
ラ
レ」

ハ
一
八
ニ 

»
>
;■

從
づ
で
事
實
R

於

：い

て

「

現

在

多

ク

ノ

勞

働

者

、ノ 

勞

働

ノ

自:-
#

的

結

果

ナ

ル

營

利

上

ノ

收

耀

 

一

I

比

シ

極

メ
 

テ

僅

少.ナ

ル

：
賃

銀

ヲ

輿

へ

.
ラ
/
レ」

(
1

八

三

；貝

)

る

に

過
 

ぎ

な

い

の

で

あ

る

か

ら

，、

常

然

資

本

家

は

利

潤

ビ

し

て
 

へ
餘■乘
を
*
，
#

..し

集

積

す

る

こ

ど

、

な

る

.

の
_で
.は
.
.
*
.
る
ま 

い
か
。
然
か
も「

資
本
家
ガ
他
人
ノ
生
命
ヲ
#

ヵ
シ
タ
マ 

デ
、
其
財
產
.テ
所
有
：ス
.ル
-
ト

ィ

.ス

事

實

ヲ

自

已

ノ

刺

益
 

ヲ
圖
：ル
ガ
爲」

一
利
用
ス
ルn

ト
、ノ
财

產

權
ノ
濫
用
ナ 

リ」
「

此
ク
.
ノ
.如
キ
場
合
-

、ノ
，

其
範
圆
的ニ： .

、ノ
財
產
權 

辱

セ
.ザ

ル

：.モ.ノ
ト
爲
ナ
ザ
ル
べ
力
ラ
ズ」

(

五
〇
莨)

ど 

信
中
る
も
の
に
於
い
て
は
倚
觅
の
乙
ど
で
あ
る
と

S
 

.ふ
。. 

. 

,

.

「

生
_

ト
ハ
：
效.用

ヲ

掎

進̂
:ル
：
'經

濟

活

動

タィ
タ
、
新 

.タ

.'、
ニ

效

テ
.依
.フ

敗
|
ス
；■曝
'合

；
ト.

跃

：
ニ
布
ス
.
ル

效
.■用

ヲ

' 

餘 

U

1

5
 八)

ー_
?1
|

趴
介 

8L

載
科
學
“！

シ
一
ス
规
«

科
學
.
.ー
ー
非̂」

ど
な
し
、
且
つ 

「

經
濟
學
ィ
記
搬
科
學
タ

ル
ノ
性
質
.ヲ
有
ス
：ル_ V

經
濟
：
 

原
論
二
就
ク
ハ
丸
論
し「

縱
令
其
政
策
ヲ
硏
究
ス
.，ル
二
當 

タ

タ

：
，モ
、

一

ノ

記

載

科

學

タ

ル

>

、
以
ー
グ
適
當

」
(

本

書

九

.
/
へ

,

;第
八
號
：

t

四
六 

* .

ス
；ト
ィ
：
フ
ハ
、
，誤
タ
タ
ル
論
ナ
ジ
ト
W

<
ザ

ル
可 

來
ネ
ズ」

(

.四
四
贾)

ご
主
張
す
る
は
些
如
不
微
成
の
嫌 

が
な
.い
で
は
な
い
。
&

ん
や「

實
際
'

於
ク
バr

多
ク
ノ 

勞

働

者

、ノ

生

活

ノ

必

要

：上

自

己

./
眞
ノ 

由

意

思

ヲ

以

大
イ
ナ
ラ-'

>：

ム
ル
-
場

合

ト

デ

タ

、

熟

.
K ノ
揚
合
ニ
ク
モ
爲
ニ一

經
濟
主
體
ガ
支
配
シ
将
'
ル

肿

ノ

總

括

グ

イ

フ

-
モ 

效
ff
l
'
ヲ
增
進
ス
”

爲
ニ
ハ
旣
存
ノ
效
用
ヴ
滅
却
シ
又
-” 

ノ
ナ
タ、

.-

即
チ
貨
I幣
收
得
ノ
目
的
ヲ
達
ス
»v
^
: 
一
 
一
 

. 一
«'
- 

減
少
.
スA

場
合
少
カ
ラ
ズ
減
少
シ
ク
.ル
效
用
ト
增
加
シ 

タ
ル
效
用
ト
ヲ
比
較
シ
後
歡
大
ナ
ル
場
合
ニ
，

ア
ラ

ザ
1 <

\

生
產
ト
ィ
フ
コ
ト
能
-

?(

1
.
1
.
四
頁
‘

)

.，
ビ

生

產

.
の 

意
翁
を
定
め
乍
ら
、
生
產
の
種
類
の
內
R
積
極
的
生
產 

v
S

極
的
生
f

認
め
、「

積
極
的
生
：齑

トV
、

何
等
ノ

手

段「

一

I

.
ヨ

ダT

フ

問_
ハ

ズ

财

\

效

用

ヲ

從

來

：ア
，
リ

シ

ヨ

ク 

ぐ
更
ニ
一
 

層
^

ヲ

堪

進

ス

\

モ

ノ

ヲ

ィ-
t
l

」
(

一
三
〇
頁) 

「

消

極

的

生

產

ト
、ノ
財
'ノ
：
敫

用

ノM

失

ヲ

防V.
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